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【骨格予算編成基準】 
  

 ①一会計年度を通じての予算を編成  

 

 ②政策的判断を伴う 新規・臨時・拡大事業の経費は、原則、骨格予算に計上しない 

   → ６月補正予算（肉付け）に向けて検討 

 

 ③骨格予算は、義務的・管理的・継続的経費などを中心に編成  

        

      市民生活の安定確保のため、市政執行に支障を来さないよう配慮 

 

１ 総括①                              

平成３０年度当初予算は、いわゆる「骨格予算」として編成  

7年連続の1,500億円超 

≪ 総額は微減も、メリハリをつけた重点配分予算 ≫ 
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※骨格予算とは 

  当初予算編成と首長の改選時期が重なる場合に、長の交替により政策変更がなされる 

  可能性があるため、政策的経費の計上を極力抑え、義務的・継続的経費などを中心とした 

  予算を編成するもの 



会計名 Ｈ３０ Ｈ２９ 増減 

競輪事業 152 146 6 

国民健康保険事業 473 571 △98 

介護保険事業 383 361 22 

後期高齢者医療事業 54 53 1 

 ほか7会計 27 27 0 

合計(全11会計） 1,089 1,158 △69 

会計名 Ｈ３０ Ｈ２９ 増減 

病院事業 241 232 9 

中央卸売市場事業 7 7 0 

水道事業 101 100 1 

下水道事業 156 154 2 

合計(全4会計） 505 493 12 

企業会計 

特別会計 （億円） 

（億円） 

 全会計 

会計名 Ｈ３０ Ｈ２９ 増減 

一般会計 1,562 1,550 12 

特別会計 1,089 1,158 △69 

企業会計 505 493 12 

全会計 合計 3,156 3,201 △45 

（億円） 

１ 総括②                              

一般会計 1,562 億円 （対前年度：12億円、0.8％ ） 

  全会計  3,156 億円   （対前年度：△45億円、△1.4％ ） 

平成30年度 予算の規模 

7年連続の1,500億円超 

≪ 総額は微減も、メリハリをつけた重点配分予算 ≫ 

 

表中における計数は、それぞれ四捨五入によっており、計とは一致しない場合がある 
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１ 総括③                             

社会保障関係経費は増加が続いており、予算規模は増加傾向 ≪ 

≪ 

年度 
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骨格予算 
新庁舎用地取得・ 

消防指令センター整備 



Ｈ３０ Ｈ２９ 増減額 増減率 備考 

市税収入 ６５３ ６６１ △８ △１．１ 
固定資産税 △4億円 

法人市民税 △4億円 

地方譲与税等 ９８ ９４ ４  ４．４ 
地方消費税交付金   ＋2億円 

自動車取得税交付金 ＋1億円 

地方交付税 ６８ ６８ ０ 増減なし 
普通交付税 増減なし (60億円→60億円) 

特別交付税  増減なし (  8億円→  8億円) 

市債 １３５ １２２ １３  １０．６ 

  うち臨時財政対策債 ７０ ７０ ０ 増減なし 新規発行分 

  うち普通債 ４９ ５２ △３  △５．０ 新規発行分 

  うち借換債 １４ ０ １４  皆増 

財政調整基金 ３０ ４５ △１５ △３３．３ 
29末残高見込 104億円 

30末残高見込   74億円 

その他 ５７８ ５６０ １８ ３．２ 諸収入（消防受託事業） ＋13億円 

合計 １，５６２ １，５５０ １２ ０．８ 

[億円：％] 

   平成３０年度 一般会計歳入予算内訳 

２ 歳入                             

 評価替えに伴う固定資産税の減などにより、市税収入は減 

 消防広域化の拡大に伴い、受託事業収入は増 
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表中における計数は、それぞれ四捨五入によっており、計とは一致しない場合がある 



Ｈ３０ Ｈ２９ 増減額 増減率 備考 

人件費 ２６８ ２６７ １ ０．５ 

扶助費 ４００ ３９１ ９ ２．４ 
障がい者・児への支援  ＋10億円 

私立保育所等への給付 ＋  5億円 

公債費 １４６ １３５ １１ ８．０ 借換債  ＋14億円 

普通建設事業費 

（ハード整備） 
１４２ １５０ △８ △５．４ 岐阜駅東地区再開発   △16億円 

繰出金 １５３ １５２ １ ０．３ 介護保険 ＋2億円 

その他 ４５３ ４５５ △２ △０．２ 
消防広域化の拡大 ＋12億円 

特定目的基金積立 △12億円 

計 １，５６２ １，５５０ １２ ０．８ 

[億円：％] 

 平成３０年度 一般会計歳出予算内訳（性質別） 

表中における計数は、それぞれ四捨五入によっており、計とは一致しない場合がある 

３ 歳出                             

  扶助費は、障がい者・児への支援などにより増（＋9億） 
  公債費は、借換債の発行などにより増（＋11億） 
  普通建設事業費は、ハード整備の事業量が減少（△8億） 
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表中における計数は、それぞれ四捨五入によっており、計とは一致しない場合がある 
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４ 財政状況①                           

市税収入は横ばい傾向 
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特定目的基金の活用 
 

４ 財政状況②                           

基金名 
Ｈ30 

積立 

Ｈ30 

取崩 
Ｈ30末 

残高 

Ｈ29末 

残高 

残高 

比較 

庁舎整備基金 5 0 83 78 ＋5 

鉄道高架事業基金 5 0 44 39 ＋5 

教育施設整備基金 0 12 33 45 △12 

市民福祉健康医療基金 0 0 16 16 0 

岐阜大学医学部跡地整備基金 0 1 37 38 △1 

薬科大学整備基金 0 0 3 3 0 

その他 1 1 6 6 0 

特目基金合計 11 14 222 225 △3 

※一般会計の特目基金：Ｈ29当初 10基金 ⇒ Ｈ30当初 9基金 
         （岐阜市産業廃棄物不法投棄対策基金＝Ｈ29末廃止） 

（単位：億円） 
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※表中における計数は、それぞれ四捨五入によっており、計とは一致しない場合がある 
※一般会計の特目基金：Ｈ29 10基金 ⇒ Ｈ30 9基金 
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≪大型事業を着実に実施しつつも、十分な額を確保≫ 
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４ 財政状況③                          

行革プランで定める目標額 120億円 

特定目的基金 

175億円 

程度確保 
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岐阜市では、財政規律を堅持するため、 

繰越金と財政調整基金の合計額120億円（標準財政規模の15％）を確保することとしている 


